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3.9.2 無線LAN規格（IEEE802.11 シリーズ）
　主な無線LANの規格（IEEE802.11シリーズ）を以下に挙げる。
．．．．．．．．．
．．．．．．．．．

【IEEE802.11g】
802.11bの上位互換規格であり，802.11bと同じ周波数帯域とチャンネルを使用する（図3.13 ただしチャンネル14は使用しない）。従って，802.11bと混在させることも可能だが，802.11bと同様に電子レンジやBluetoothなどと電波干渉を起こし易い。最大通信レートは54Mbpsである。
最大速度は54Mbpsで，802.11aと並んで現在の無線LANの標準的な規格となっている。
【IEEE802.11a】
802.11b/gとは互換性のない規格である。5GHzの周波数帯を使用し，802.11gと同じ最大54Mbpsの通信レートを実現する。
5GHz帯の周波数帯にはW52(5.2GHz帯), W53(5.3GHz帯), W56(5.6GHz帯), W58(5.8GHz帯)のチャンネルグループが存在する（日本では現行W58は使用不可）。使用するチャンネルは完全に分離しており，チャンネル間の干渉は発生しない。電子レンジやBluetoothなどとの電波干渉も少ない。ただし，W53,W56は気象レーダーと干渉する恐れがある。またW52,W53のチャンネルグループの屋外使用は，基本的に日本では禁止されている（W52は条件付きで可）。
【IEEE802.11n】
802.11a/g に続く高速無線LAN規格であり，2009年9月に策定された。複数アンテナで送受信を多重化するMIMO（マイモ：Multiple Input Multiple Output）技術を利用し，802.11a/b/g との互換性を保ちながら100Mbps超の通信速度を実現する規格である。 
【IEEE802.11ac】
高速無線LAN規格．2014年1月に策定。 5 GHz帯を使用し，最大通信レートの理論値6.9Gbpsと高速である。ただし最大理論値は8ストリームを使用時の値である。日本では殆どの場合，APは4ストリーム（2167Mbps），クライアントでは2ストリーム（867Mbps）が使用される。 
【IEEE802.11ad】
11acより約１年早く策定された（2012年12月）。60GHz帯を使用し，最大通信レートの理論値は6.8Gbps。 ただし現状ではそれほど普及していない。
【IEEE802.11ax】
2.4/5/6GHz帯を使用し，最大の通信レートの理論値は9.6Gbpsである。通常は下りと上りの両方の通信が多重化されるが，混雑時の多重化は下りのみである。屋外使用も想定し，高い伝送効率を目指した。策定途中で6GHz帯の使用も追加され，2021年2月に正式策定された。
Wi-Fi Alliance（IEEE802.11 無線LAN規格製品の相互接続を保証するための業界団体）は2019年よりこの（策定途中の6GHzを除いた）規格を Wi-Fi CERTIFIED 6（または単に Wi-Fi 6）と呼称し普及を図った。なおこの呼称開始により， 802.11n は Wi-Fi 4, 802.11ac は Wi-Fi 5 とも呼ばれるようになった。また6GHzを追加した完全な802.11ax規格は Wi-Fi 6E とも呼ばれる。なお日本では2022年9月に6GHzの使用が認可されている。
【IEEE802.11ay】
802.11adの後継である。策定は大幅に遅れていいたが，2021年7月にようやく策定が完了した。60GHz帯を使用し，最大理論値は100Gbpsを実現している。利用周波数が高いため屋内・近距離利用を想定している。
【IEEE802.11be】
802.11axの後継でWi-Fi 7候補の規格である。 周波数帯は802.11axと同様に 2.4/5/6GHz帯で，最大通信レートの理論値は46Gbpsを目指している。2024年12月に策定の完了を予定しているが，2024年5月の段階で既に市場には802.11be規格の製品が販売され始めている。
【IEEE802.11bn】
802.11beの後継でWi-Fi 8候補と目されている規格である（正式な決定ではない）。802.11beの性能改善を主な目的としており，802.11beより約25％の改善を目指している。現在のところ策定完了は2027年3月の予定であるが，これまでの経緯を考えれば，これよりも大幅に遅れることが予想される。

